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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　球形で直径240－－350，，，高さ32－一・48μあり・木栓層と皮

　　　　　緒言　　　　　駒聞に位し・短・噸（32－9鋤こよつて外部嘲ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。子座はみない。Rhabdospora型の分生子殼もやは

筆者等は胡桃の集団栽培地として著名な長野県上田市附

近の小県郡千曲lll北岸に住んでいる関係から，胡桃の病

害を朝夕調査する機会に恵まれでいる。ここ数年聞の調

査によれば，細菌性疾病による被害が最も大ぎく，つい

で白絞羽病が著しい。ここには，本邦未記録の三つの枝

枯陸薪病害について報告するが，このうち黒粒性枝枯病

の発生が最も多く，前記の細菌性疾病及び白紋羽病と共

に防除対策の必要が庸感される。ついで枝枯病が多く，

褐色枝枯病は少い。ここには防除対策についてはふれ

ず，病害の存在だけを明かにしておきたいと思う。起稿

に当り，種々御教示を辱うした京都大学逸見名誉教授に

対し厚く感謝の意を表する。

1　胡桃枝枯病

　本病はすでに筆者等がP肋㎜属菌によるものとして
　　　　ぐ5）
講寅発表したものである。其後Rhabdospora型の分

生胞子が発見されたのでPhomopsis属菌に基因するも

のと訂正せねばならない。病和名もその講演発表でつけ

たがこれは改名を要しないであろう。春，胡桃の新梢が

伸びた頃，枯死枝（主に2年枝）がある事によつてその

発病をしることが多いが，郡下到る処の胡桃にその発生

をみるものである。病原菌は傷口から侵入するようで，

特にクルミンクイの加害傷口からの侵入を多く観察し

た。侵入口を中心に褐斑を生じ，漸次拡大し遂にその枝

を枯死させるものである。その拡大は傷部木栓組織の形　　　　’　　　　　第1図　枝　　枯　　病

候に概枝の蜘に鰍状の小疹（第ユ図）姓ずる　に開。する．なお、犠基上姓じ燗扮生搬から
茄これは皮層組織に分生子殻を生ずるからである・分　　　Ph。m、型及びRhabdospora型の両型分生胞子が＿緒

生子殻にはPh°ma型とRhabd°sp°「a型の2型がある　1。生じた。ともあ渤㍉自然状鯉。於て1妹だ。のよう

カ㍉儲は勧て稀である・Ph°ma型の分好殻1編　な。とあるをしらな、、．　Ph。m。型の場合，雅子梗は

　＊僑州大学繊維学部植物病理学研究室業績第15号　　　　無芭棍峰状で8－14×1－・－1．駆あり，分生胞子は楕円形

成紘ない秋’冬゜早警行拡るらしし’・その点桑　幅鯉で大いさも同じ位である澱層騰中に位し子

芽禰や桑胴騙の場合と類似している・6｝7月の．座の偽柔購損く長噸（21。．27・。）1・よつて外部
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又は梶俸状，単胞で2個の穎粒体を有するものカ：’多い　　　は無色，稀に暗色40－50x3・一一4μである。分生胞子の形

（第2図A）・その大いさは4・5－10・Ox1・5－2・5μであ　　状は楕円形又は卵形，稀に不正形，暗オリーブ色，単胞で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容は小顯粒状，時に1　－ta個の滴状体を有する（第4図

A　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．難

第2図　枝枯病菌の分生胞子800×

の諸鞭とよく類似している・　　　　　　　　第3図黒粒性枝枯病

　　　　　　皿　胡桃黒粒性枝枯病　　　　　　　　たものは14＿26×7＿14μで巾がかなり狭くなつていた。

　本病はMelanconium属菌に基因するもので，3・4　　　　胡桃から採取されたIVIelanconium属菌として報告さ

年枝に発生することが多いが，太い枝にもみられその被　　　れたものには，Melanconium　oゐZoη9歪6ηz　BERK・〔1ifelan一

害は相当に大きい。郡下到る処に発生をみる。病原菌は　　　conis　Juglandis（E．et　E．）GRAVES〕とMelanconium

傷口から侵入するら一しく，侵入口を中心に褐斑を生じ，　　　jπglandinum　KZE・〔Melanconis　CαrthusianαTUL・〕1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こわ
漸次拡大して遂にその枝を枯死させるものである。これ　　　とがあり，GRAVEs，　A．　H．はこれらを異種とτノている。

らの病斑の拡大は前の枝枯病の場合と同じく傷部木栓組　　その論拠は主として分生胞子の巾の差異にあるらしい

織の形成されない秋・冬・早春に行わ牙tるらしい。晩春　　が，前述の如くこの巾は環境によつてかなりの差異を

より初夏の風枯死枝上に病原菌の分生子堆を散生する　　生ずるようであるから，筆者等はこれを同種と見倣した

（第3図）。これは黒色，円錐形をなせる分生胞子塊に覆　　　い。完全峙代は未観察であるから，それが発見されるま

われている（第4図A）。この胞子塊は雨露にあえば崩壊　　　では先命権によつてMelancenittm　oblongu？n　BERK・を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LS）
して黒色インキ状となる。分生子堆は樹皮の木栓層下に　　あてておくことにする。北島　は本病について記載して

形成され，散生又は互に癒合し，子座は暗色，分生子梗　　　いるが，それが本邦に発生したことを確認したか否かは
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かに異るものである。筆者等の調査し得たところでは，’

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　ほかにはJu．glans属植物を犯すMacroPho7na属菌は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないから，筆者等は本菌にMacroPhoma／uglandis

　e・コ　　　　　　　　　、　　　　　・　　MATuo　et　SAKURAIなる新学呂を附したいと思う。な
　　　　　　　　　　　　　e
、、　　羅銚　お懇につ鴫鱒の購病の病微はP㎞一

れば遙に少いものである。やはり病原菌は傷rlから侵欠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図褐色枝枯病
し，侵人口を巾bに褐斑を生じ，漸次拡大して遂にその

枝を概・せ・・猫・・6－・繍・枯死糠面　　　　　（＝：）
に鮫肌状の小疹（第5図）を生ずるが，これも枝枯病の

それと区別し難いものである。この小疹はやはり皮層狙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

織に分生子殻を生ずるからである。分生子殻は扁球形で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

直径200－235μ，高さが90－120芦ある。木栓層下に形

28。，＿、晦。；　　　　　’　　　　　　繕難螺i、、ノ
はノ･島朧惣器盤携1蹴讐簾　　　《グノ
・は分生胞子の巾が7－7．5μであり，筆者等の菌と明ら　　　　　　第6図　褐色枝枯病菌の分生胞子　1000x

成さ轍聯黒雛で厚く上部に吼を有する・分s－　IF　1’．、　　N＼
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